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記
録
的
な
猛
暑
と
な
っ
た
今
夏
。
町
会
の
一
大
行
事
で
あ
る
「
上
志
津
原
盆

踊
り
大
会
」
が
暑
さ
真
っ
盛
り
の
７
月
24
・
25
日
、
は
ら
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
公
園
の
ど
真
ん
中
に
立
つ
町
の
み
ん
な
が
「
日
本
一
」
と
自
慢
す
る
大

や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
、
提
灯
の
灯
り
と
盆
踊
り
の
音
色
、
太
鼓
の
響
き
に
引
き
寄

せ
ら
れ
た
、
浴
衣
・
甚
平
姿
の
家
族
連
れ
で
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

初
日
は
大
雨
警
報
が
市
内
に
発
令
さ
れ
る
ほ
ど
不
安
定
な
天
気
で
、
午
後
５

時
半
の
開
会
時
に
は
小
雨
模
様
で
し
た
が
、
楽
し
み
に
集
ま
っ
た
み
ん
な
の
思

い
か
ら
か
上
志
津
原
だ
け
を
避
け
て
雨
雲
が
過
ぎ
去
り
、
月
が
輝
く
ほ
ど
に
回

復
。
千
名
を
超
す
人
出
で
、
ど
の
出
店
も
売
り
切
れ
御
礼
状
態
で
し
た
。 

 

今
年
は
、
定
番
「
炭
坑
節
」
な
ど
の
恒
例
の
踊
り
に
加
え
、
南
志
津
小
学
校

出
身
な
ら
誰
も
が
踊
れ
る
と
い
う
「
佐
倉
音
頭
」
が
初
め
て
採
り
入
れ
ら
れ
、

楽
し
げ
に
踊
る
老
若
男
女
の
大
き
な
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

わ
が
町
自
慢
の
大
や
ぐ
ら
を
佐
倉
音
頭
の
輪
が
囲
む 
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蕨 和雄 佐倉市長 

盆踊り大会、お喜び申し上げま

す。このような幅広い年代の交流、

世代の連携が地域の活性化、安心

安全な町づくりにつながります。 

私も市政３期目。ご恩返しをと、

皆様のご要望を進めていきたい。 

秋本真利 衆議院議員 

本日はおめでとうございます。

上志津原には、私もよく通る交差

点の問題があります。できるだけ

早い整備のため、県と市へ予算措

置を要望していることを報告し、

近い将来の改善をお約束します。 

大会２日目、蕨和雄佐倉市長と秋本真利衆議院議員が来場 

書を楽しむ会の俵山昌子さん
に揮毫いただきました 

お揃いの浴衣姿で、華麗な踊りを披露された踊り部会の皆さん 

桑本部長の 
開会宣言 

初日は踊り部会の 
小谷野よね子さん 

子 供 み こ し が 
町内を練り歩く 

上

志

津

中

学

校 

生
徒

23

名
に
よ
る 

ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン 

2日目は 
伊藤由羅君 

お楽しみの大抽選会 
◇一等当選者を紹介◇ 

２日間、たくさんの方にご来場いただきました（初日のもよう） 

ドラえもん音頭で元気よく踊る子供たち 

大繁盛の出店―子供会、社協、まちづくり委員会、ツインズ 

みんなが自然と踊り出す 
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今
年
の
盆
踊
り
大
会
は
、
不
安
定
な
天
候
の
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
予
想
を
超
え
る
人
出
で
賑
わ
い
、
お
祭
り
ム
ー
ド
も
高

ま
り
、
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

準
備
の
段
階
で
、
今
回
は
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
の
手
で
や
ろ

う
と
、
手
作
り
の
盆
踊
り
大
会
を
目
指
し
て
進
行
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
分
、
関
係
の
方
々
に
も
多
く
の
負
担
を
お
か
け
し
、
ス
タ
ッ
フ

は
と
に
か
く
大
変
で
し
た
。
で
す
が
、
会
う
方
か
ら
一
言
、「
今
回

は
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
時
、
我
々
の
思

い
が
通
じ
た
と
心
の
中
で
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
集
ま
っ
て
く
れ
た
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
楽
し
い
思
い
出
と

し
て
、
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。 

 

終
わ
り
に
、
今
回
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
下
さ
っ
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

抜群のチームワークだった盆踊り係 

盆
踊
り
大
会
を
終
え
て 

【
盆
踊
り
係
部
長 

桑
本
時
博
】 

 

今
年
も
、
町
内
外
の
個
人
・

団
体
・
企
業
の
皆
様
か
ら
、
た

く
さ
ん
の
ご
祝
儀
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
蔭
で

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
ま

し
た
。
町
会
役
員
一
同
、
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

・
玉 

川 

様 

・
峰 

岸 

様 

・
丸
井
商
店 

様 

・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ 

佐
倉
上
志
津
原
店 

様 

・
中
国
料
理 

一
龍 

様 

・
佐
藤 

誠 

様 

・
下
山 

武
久 

様 

・(

有)

宮
本
工
務
店 

宮
本
竜
次 

様 

・
池
田 

勝
己 

様 

・
萩
庭 

一
彦 

様 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

ゆ
た
か
苑 

様 

・
附
木 

勇
次
郎 

様 

・
松
本 

栄
治 

様 

・(

有)

小
林
シ
ー
ル 

様 

・
浜
道
設
備 

濱
道
直
文 

様 

・
植
田
産
業(

株) 植
田
英
雄 

様 

・
キ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ 

様 

・(

有)

加
賀
工
務
店 

様 

・
渡
部
鉄
興(

株) 

様 

・(

有)

森
本
水
道
工
業 

様 

・
栫 

勝
博 

様 

・
栫
築
炉
工
業(

株) 

様 

・
松
田 

肇 

様 

・
鵜
澤 

治
雄 

様 

・
佐
藤 

恒
文 

様 

・(

株)

吉
田
電
設 吉

田 

剛 

様 

・
中
山 

亜
茂 

様 

・
藤
谷 

良
弘 

様 

・(

有)

渡
辺
住
設 

様 

・
苅
宿 

務 

様 

・
岩
佐 

功
一 

様 

・(

有)

ア
ン
ド
ウ
建
窓 

様 

・
ス
ナ
ッ
ク
み
の
り 

様 

・
齊
藤 

善
徳 

様 

・
上
志
津
消
防
団
17
部 

様 

・
宮
内 

勲 

様 

・(

有)

岩
田
材
木
店 

様 

・(

株)

中
央
フ
ー
ズ 

金
子 

元 

様 

・(

株)

紺
野
工
務
店 

様 

・
志
津
の
森
薬
局 

様 

・
上
志
津
中
学
校 

様 

・
中
原
造
園 

様 

・
志
津
南
地
区 

社
会
福
祉
協
議
会 

様 
・
田
村
電
工 

様 
・(

有)
速
水
工
務
店 

様 

・
長
谷
川
梨
園 

様 

・
越
阪
部
梨
園 

様 

・
庄
子 

信
男 
様 

・
新
館 

順
子 
様 

・
桑
原 

秀
成 

様 

・
関
田 

勇 

様 

・
平
野
産
業(

株) 

様 

・
中
野 

日
出
夫 

様 

・
久
本
喜
代
子 

様 

・
東
和
自
動
車
工
業 

様 

・
瀬
戸 

拓 

様 

・
鈴
木 

昌
一 

様 

・
白
映
舎
ク
リ
ー
ニ
ン
グ 

様 

・
野
菜
直
売
所 渡

辺
輝
幸 

様 

・
書
道
教
場 

柗
戸
民
子(

紫
淑) 

様 

・(

有)

本
名
工
務
店 

様 

・
浦
田 

明
廣 

様 

・
橋
本 

進 

様 

・
石
井 

三
郎 

様 

・
藤
井 

輝
夫 

様 

・
山
下 

好
弘 

様 

・
明
地 

功 

様 

・
雪
揺
会
世
話
人 

加
藤 

様 

・
石
川
梨
園 

様 

・
宇
野 

正
剛 

様 

・
中
土
井 

昭
子 

様 

・
河
西 

強 

様 

・
西
志
津
夏
祭
実
行
委
員
長 

大
田
康
則 

様 

・
加
藤 

悦
三 

様 

・
松
本
内
装
表
具
店 

松
本
高
弘 

様 

・
藤
島 

良
三 

様 

・
橋
本 

和
重 

様 

・
久
野 

益
美 

様 

・
我
妻
製
作
所 

様 

・
藤
野
工
務
店 

様 

・
上
志
津
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様 

・
東
門
口 

俊
昭 

様 

・
神
谷
工
務
店 田

生
妙
則 

様 

・
平
山 

俊
明 

様 

・
益
子 

明 

様 

・
奥 

野 

様 

・
岩
渕 

栄 

様 

・(

有)

ふ
じ
い
清
掃 

藤
井
謙
子 

様 

・
鈴
木 

稔 

様 

・
高
橋 

重
己 

様 

・
志
津
南
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長 

佐
藤
信
一 

様 

・
日
比
野 

隆 

様 
・(
有)

ス
カ
イ
ア
ン
ド
ス
ィ
ー 

宮
本 

武 

様 

・
太
田 
伶
子 

様 

・
奈
良 
忠
治 

様 

・
上
野 

義
弘 
様 

・
エ
ン
ド
レ
ス 
様 

・
重
田 

勝
久 

様 

・
仲
村 

ミ
エ
子 

様 

・
志
津
わ
か
ば
幼
稚
園 
様 

・
長
谷
川
養
鶏
園 

様 

・
洋
菓
子 

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ 

様 

・
田
澤 

悟 

様 

・(

有)

太
田
工
務
店 

様 

・
山
下 

好 

様 

・(

有)

大
鳳
通
商 

様 

・
岩
田 

清 

様 

・
斉
藤 

玉
広 

様 

・
内
野 

福
寿 

様 

・
ト
ー
タ
ル
福
祉
セ
レ
モ
ニ
ー 

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス 

小
林
直
樹 

様 

・
秋 

本 

様 

・
田
谷 

将
俊 

様 

・
川
崎 

光
男 

様 

・
南
志
津
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様 

・
南
志
津
ツ
イ
ン
ズ 

様 

・
上
志
津
二
区
自
治
会 

様 

・
中
志
津
自
治
会 

様 

・
下
志
津
区 

様 

※
掲
載
は
受
付
順 

◎子供会ポスター＝7 月初旬から街角の電柱等に飾ら

れ、お祭りムードを盛り上げてくれました。 

◎やぐら設営＝７月 19日（日）、当年度班長と次期班

長、町会有志のやぐら部隊により行われました。中

央にそびえる高台は、大鳳通商さんのご協力でクレ

ーン車で設置。男性陣が力を合わせ、重量感ある鉄

骨造りのやぐらが公園のど真ん中に立ち上がりまし

た。女性陣はお花作りと提灯設置を担当。吉田電設

さんの手際良い作業で、会場を照らす百を超す提灯

があっという間に取り付けられました。 

◎子供みこし作り＝７月 19日、まちづくり委員会のサ

ポートで、子供たち 18人で、3基の子供みこしを製

作しました。金銀モールに日の丸扇子の派手な男の

子みこしと、かわいらしい色紙と飾りつけの女の子

みこしが立派に出来上がりました。 

子供会のポスター 

右
・
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
鼓
響
会 

左
・
盆
踊
り
の
華
・
踊
り
部
会
の
皆
さ
ん 

子供みこし作り 

踊りの練習会が7月10・17日行われ、30
名超す人が参加、熱心に練習していました 

△ 太皷募金へのご寄附、 
ありがとうございました 

 
▽今年は駐車場・交差点等
の警備を、町会班長・役
員が交替で行いました 

―たくさんの方々が、盆踊り大会の開催、成功にご協力いただきました― 
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  【
班
長
会
報
告
】（
主
な
事
項
の
み
） 

 

◇
７
月
の
班
長
会
（
７
月
４
日
・
19
時
か
ら
） 

▽
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
公
園
清
掃
を
月
４
回
実
施
。
ふ
れ
あ
い
通
り
の
植
木
伐
採

用
に
バ
リ
カ
ン
を
購
入
。 

▽
防
災
防
犯
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
６
月
28
日
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
、
71
名
参
加
。
秋

に
も
実
施
を
予
定
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
。 

▽
幹
線
道
路
清
掃
・
自
治
会
館
大
掃
除 

・
今
回
の
課
題
を
９
月
の
道
路
清
掃
で
調
整
し
た
い
。 

▽
盆
踊
り
大
会
準
備
状
況
報
告
（
盆
踊
り
係
） 

・
当
日
の
警
備
等
の
役
割
、
駐
車
場
、
駐
輪
場
の
確
認
。 

・
子
供
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
、
電
柱
等
に
飾
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
終
了
後
回
収
し
、
８
月
の
班
長
会
で
返
却
。 

▽
町
会
長
、
一
円
募
金
の
お
願
い
。
次
回
班
長
会
で
回
収
。 

◇
８
月
の
班
長
会
（
８
月
１
日
・
19
時
か
ら
） 

▽
子
供
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
盆
踊
り
ポ
ス
タ
ー
の
回
収
と
出
店
報
告
。 

▽
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
８
月
の
草
刈
り
は
見
送
り
、
ゴ
ミ
拾
い
を
行
う
。 

・
や
ぐ
ら
設
営
・
解
体
、
子
供
み
こ
し
参
加
へ
の
お
礼
。 

・
親
子
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集
回
覧
の
依
頼
。 

▽
防
災
防
犯
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
防
災
防
犯
連
絡
会
：
８
月
30
日
、
10
時
か
ら 

▽
盆
踊
り
大
会
実
施
報
告
（
盆
踊
り
係
） 

・
協
力
い
た
だ
き
無
事
終
了
。
役
員
の
感
想
、
反
省
点
、
意

見
等
を
集
約
し
、
来
年
へ
の
引
き
継
ぎ
事
項
と
し
た
い
。 

▽
運
動
会
準
備
状
況
報
告
（
運
動
会
係
） 

・
現
在
、
事
前
準
備
と
し
て
情
報
を
収
取
中
で
あ
る
。 

・
町
会
長
か
ら
、
次
の
班
長
会
で
回
覧
資
料
等
配
布
で
き
る

よ
う
に
。
楽
し
い
レ
ー
ス
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

秋
の
イ
ベ
ン
ト
準
備
中
。
お
楽
し
み
に 

大運動会 

10月18日（日） 

親子ふれあいキャンプ2015 8月22日、23日（まちづくり委員会） 

ハロウィンパーティー 

10月25日（日） 

◇◇ スケジュール ◇◇ 

【1日目】 

１．開村式 

２．テント設営 

３．巨大シャボン玉 

４．夕食作り 

５．夕食（カレーライス） 

６．町内パトロール 

７．キャンプファイヤー 

８．肝試し 

９．打上げ花火観賞 

就寝 

【2日目】 

起床 

10．ラジオ体操 

11．竹伐り出し 

12．朝食（自分でおにぎり） 

13．ゲーム、風船飛ばし競争 

14．木工教室（プレート作り） 

15．ウォータースライダー 

16．スイカ割り 

17．流しすぎそうめん 

18．テント片付 

19．閉村式 

テントもカレーも、自分たちで作る夏の思い出 
 今年で 8回目となる親子ふれあいキャンプが 8月 22・
23日の両日、はら児童公園で小学生以下の子供 63名が参
加して開催されました。まちづくり委員会企画のイベン
トで一緒に笑って、踊って、驚いた、大盛り上がりの２日
間でした。特に、子供たちがテント張りやカレー作り、竹
伐りにも積極的に取り組んでいたのが印象的でした。 
 今回、初企画の「ウォータースライダー」が大好評で、
全身びしょ濡れになりながら何度も滑り続けました。ま
た、近隣小学校の青少年相談員が応援に来て下さり、巨大
シャボン玉や風船飛ばしで、盛り上げていただきました。 最終日、全員で記念撮影。２日間たっぷり楽しんだ、みんなの笑顔が印象的でした 

青少年相談員の中沢さん、
喜澤さん、渡辺さんが、 
盛り上げてくださいました 

 

大好評のウォータースライダー 

ボランティア参加の中
学生の超怖いおばけに
逃げまどう子供たち 

子供も大人も一緒に楽しい 

手書きの名前を彫ったプレート 

名物「流しすぎそうめん」 
今年は約23メートルを記録 

自分たちでテント張り 中学生が料理の手ほどき 

スイカ割り 
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大
切
な
も
の
を
守
る
〈
自
助
〉
の
力
〈
共
助
〉
の
輪 

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
身
に
着
け
よ
う
！ 

  

上
志
津
原
町
会
・
防
災
防
犯
委
員
会
に
よ
る
「
総
合
防

災
訓
練
」
が
６
月
28
日
、
は
ら
と
ぴ
あ
で
71
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
時
に
、
自
分
や
家
族
を

守
る
た
め
に
役
立
つ
情
報
、
慌
て
ず
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
の
体
験
な
ど
、
地
震
体
験
車
、
煙
体
験
ハ
ウ

ス
も
登
場
し
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
３
時
間
で
し
た
。 

 

佐
倉
市
作
成
の
『
災
害
に
備
え
よ
う 

防
災
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
』
が
今
年
４
月
、
町
会
班
長
会
を
通
じ
て
全
世
帯
に

配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、御
覧
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
表
紙
に
、「
地
域
防
災
推
進
の
た
め
の
３
原
則
」
と
し

て
〈
自
助
〉〈
共
助
〉〈
公
助
〉
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

                        

 

今
回
参
加
し
て
、
隣
近
所
と
の
〈
共
助
〉
の
輪
を
広
げ

る
と
と
も
に
、
自
分
や
家
族
を
守
る
の
に
役
立
つ
〈
自
助
〉

の
力
を
身
に
つ
け
る
機
会
だ
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

12
月
６
日
（
日
）
に
、「
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
是
非
、ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

◇ 
 
 
 
 

◇ 

 

防
災
訓
練
終
了
後
、
町
会
と
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
よ

る
初
の
試
み
「
は
ら
講
演
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師

は
行
政
書
士
相
談
会
で
お
な
じ
み
の
大
田
忠
、
阿
部
悟
の

両
先
生
。
遺
産
相
続
、
成
年
後
見
制
度
を
テ
ー
マ
に
約
１

時
間
、
参
加
し
た
23
名
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

相
続
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
は
、
早
め
に
、 

正
し
く
準
備
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

 

「
町
の
法
律
家
」
の
大
田
、
阿
部
両 

先
生
に
よ
る
行
政
書
士
相
談
会
（
ま
ち 

づ
く
り
委
員
会
）
が
毎
月
第
三
土
曜
日
、 

午
後
１
時
か
ら
、
南
ヶ
丘
集
会
場
で
開 

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

                        

                                       ?   

 南
志
津
小
校
外
委
員
の
見
守
り
に
感
謝 

上
志
津
原
交
差
点
問
題
の
現
状
報
告 

防
災
防
犯
連
絡
会
・
会
議
か
ら 

  

防
災
防
犯
連
絡
会
が
８
月
30
日
（
日
）、
は
ら
ト
ピ
ア
で

13
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
児
童
通
学
状
況
や
上
志
津
原

交
差
点
問
題
の
報
告
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

新
学
期
開
始
に
伴
い
、
登
下
校
時
の
見
守
り
強
化
を
確

認
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
益
子
明
さ
ん
か
ら
は
、
南
志
津

小
学
校
の
校
外
指
導
委
員
の
方
が
見
守
り
に
立
っ
て
い
た

だ
き
、
精
神
的
な
負
担
が
減
り
助
か
っ
て
い
る
、
お
礼
申

し
上
げ
た
い
と
い
う
喜
ば
し
い
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
上
志
津
原
交
差
点
問
題
に
つ
い
て
、
佐
藤
誠
町

会
長
か
ら
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

▽
６
月
24
日
、「
右
折
車
線
設
置
」
要
望
書
を
市
へ
提
出 

▽
７
月
15
日
、
蕨
和
雄
市
長
と
面
会
（
佐
藤
町
会
長
、
鈴

木
前
町
会
長
）、
陳
情
書
を
提
出 

▽
７
月
31
日
付
、
回
答
書
を
受
理
。
内
容
は
「
千
葉
県
印

旛
土
木
事
務
所
と
佐
倉
市
と
協
議
中
」
と
の
こ
と
。 

7月 中志津夏祭り・みこし巡行への飛び入り参加 （町会有志） 

 ７月 26 日にお隣中志津自治会で行われた中志津夏祭りのみ
こし巡行に、町会有志13名が飛び入り参加してきました。 
 上志津原の盆踊り大会翌日でやぐら撤去直後にもかかわら
ず、佐藤町会長をはじめ原の祭好きが、中志津自治会から借用
したハッピをまとって威勢よく参加。大人 30 人がかりの大人
みこしを地元の方々と交替しながら、力強く担ぎ上げました。 

編
集
後
記 

 

今
号
は
夏
季
行
事
特
集
号
で
す
。
９
月
初
旬
発
行
予
定
で
し
た

が
、
都
合
に
よ
り
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

編
集
作
業
中
の
９
月
10
、
11
日
、
台
風
18
号
の
豪
雨
に
よ

り
、
関
東
・
東
北
地
方
に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

自
然
の
猛
威
に
よ
る
災
害
は
避
け
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
日
頃
の
「
備
え
」
が
大
切
な
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
当

た
り
前
の
こ
と
に
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
出
来
事
で
し
た
。 

 

上
志
津
原
で
は
年
２
回
の
総
合
防
災
訓
練
の
他
、
各
種
行
事
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
助
力
と
と
も
に
共
助
力
を
高
め
る
良
い

機
会
で
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

第3日曜日の廃品回収へご協力を！ 

子供会の運営資金となります。 

毎月第3日曜日は、 

廃品回収（資源ごみの 

回収）です。ダンボー 

ル・新聞などは通常の 

ゴミ置き場（雨天翌日 

回収）に、アルミ缶は朝9時までに「は

らトピア」までお願いいたします。 

市での回収も資源回収ですが、同じ捨

てる行為なら、子供会の運営資金になる

廃品回収へのご協力をお願いします。 

△上志津原の祭り好きたち。 
いつか原でも大人みこしが… 

△ 巡行後は、共に汗を流した中志
津の方々と乾杯、和やかに交流 

 

町
会
と
し
て
は
状
況
を
見
守

る
段
階
で
、
今
後
も
注
視
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
防
災
防
犯
連
絡
会
は
、

「
町
を
良
く
し
た
い
」「
防
災
防

犯
の
問
題
に
興
味
関
心
が
あ

る
」
方
な
ど
、
誰
で
も
参
加
可

能
と
の
こ
と
で
す
。
次
回
は
、

11
月
１
日
（
日
）
10
時
か
ら
１

時
間
程
度
、
は
ら
ト
ピ
ア
で
開

催
予
定
で
す
。（
広
報
係
） 

いつも見守りありがとうございます 

総
合
防
災
訓
練
・
第
１
回
は
ら
講
演 

日
時 

平
成
27
年
６
月
28
日
（
日
）
９
時
30
分

か
ら 

防災防犯講話＝防災防犯委員会によ
る講話では、火災原因１位の放火（不
審火）への対策などを学習。初期消火
に効果を発揮する噴射型消火剤など、
日頃の備えの重要性を確認しました。 

応急措置訓練・非常食＝日本赤十字奉仕団
により、三角巾を使った足首の固定の仕方
と、指定避難場所等に備蓄されているアル
ファ米の作り方の実演。アルファ米は山菜
おこわ、五目ごはんなどの種類があり、段
ボールひと箱で約 50 人前。熱湯約６リッ
トルを注ぎ、20分ほどで完成しました。 
 

応急措置体験訓練＝志津消防署志
津南出張所の消防士さんの直接指
導で、心肺蘇生法とＡＥＤの使い方
を実践。救急車到着までの全国平均
は 8分 30秒、この間の応急措置が
救命にはとても重要とのこと。 

非常食試食会＝完成したアルファ
米を試食。社協名物トン汁も振舞わ
れ、公園の真ん中でみんな揃ってい
ただきました。「非常食なのに家で
作りより美味しい」との声も。 

避難訓練＝煙体験ハウス（左）。地震体験訓
練＝地震体験車で震度7を体験（右）。 

消火訓練＝訓練用の水消火器を使って操作
方法を体験。子供たちも上手にできました。 

 


